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自
治
労
が
主
催
す
る
２
年
に
一
度
の
現
業
政
策
集
会
は
５
回
目
を

迎
え
、
今
年
は
４
月
１
９
日
～
２
０
日
に
か
け
て
八
王
子
市
・
東
京

た
ま
未
来
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
。
都
本
部
と
し
て
は
８
２
人
の
参

加
、
全
体
で
６
２
０
人
の
参
加
と
な
っ
た
。

１
日
目
の
全
体
会
の
前
段
で
現
業
フ
ェ
ア
（
お
仕
事
展
）
が
催
さ

れ
、
各
職
種
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
展

示
・
体
験
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
に
よ
り
取
り
組
ま
れ
た
。

会
場
内
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
地
元
八
王
子
の
今
熊
太
鼓
さ
ん

の
演
奏
で
始
ま
り
、
全
体
会
で
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ

つ
、
吉
村
現
業
局
長
の
基
調
提
起
の
後
、
香
川
大
学
三
野
靖
名
誉
教

授
よ
り
「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
む
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
受
け
た
。
休
憩
を
挟
み
、
三
野
名
誉
教
授
・
岸
ま
き
こ
参
議

院
議
員
、
神
奈
川
県
本
部
現
評
の
大
庭
さ
ん
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
職
場
改
善
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
発
言
を
受
け
た
。
各
部
会
取
り
組
み
報
告
を
各
部
会

か
ら
受
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
２
単
組
か
ら
受
け
、

全
体
会
は
終
了
し
た
。

２
日
目
は
各
職
種
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
で
の
課
題
を
講
演
・
単
組
報
告
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
共
有
し
た
。

「
自
治
体
現
場
力
の
回
復
」
と
は
、
自
治
体
現
場
力
が
自
治
体
職

員
に
よ
る
機
動
力
・
迅
速
な
対
応
力
、
と
す
る
な
ら
ば
、
新
規
採

用
・
再
公
営
化
・
再
直
営
化
に
よ
っ
て
回
復
す
る
こ
と
と
な
る
。
今

集
会
で
得
た
情
報
、
学
ん
だ
こ
と
を
都
本
部
現
評
全
体
で
共
有
し
、

自
治
労
現
評
が
掲
げ
る
「
再
公
営
化
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
現
業
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
『
新
規
採
用
』
に
む
け
て
、

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
。

自治体現場力の回復にむけて！

自
治
労
第
５
回
現
業
政
策
集
会

現業フェア（お仕事展）

県職現業
一般現業

学校用務員

学校給食

清掃



SNSを
活用した
取り組み
報告

《１日目》オープニング・全体会
川口現評議長

司会
笹川
常任幹事

駆けつけていただいた来賓の皆様

オープニング
今熊太鼓

基調提起
吉村事務局長

講演「持続可能な
地域づくりに向けて
ー現場からの実践ー」
香川大学 三野名誉教授

これからの自治体職員は
どうあるべきか？

パネルディスカッション
「職場環境の改善にむけ、

どう取り組むのか」

『最終的な砦を守る』という直営の意義

葉山町職労
中村さん

茅ヶ崎市職労
奥津さん



《２日目》各職種で取り組まれた分科会
一般現業

「それでいいの？
見つめ直そう私たちの仕事」
パネルディスカッション グループワーク

学校給食

講演「食の安全と
オーガニック給食」

単組報告
「吉賀町の取り組み」

グループワーク
（報告）

講演「労働安全衛生の
基本的な考え方」

学校用務員

グループワーク単組報告

講演「大規模災害の
教訓・八最後の学校
再開にむけて」

県職現業

講演「ふるさと石川の
創造的復興にむけて」 グループワーク

清 掃

講演「全国都市清掃会議に
おける災害時の

廃棄物処理支援について」

単組報告
「直営再構築と災
害対応の取り組み

について」 パネルディスカッション

講演「社会情勢を
捉えた業務見直しと

新規採用獲得」



三多摩メーデー
現業お仕事展

今年も開催

２０２５連合三多摩メーデーが４月２６日に立川
市民運動場にて開催され、昨年に引き続きお仕
事展に取り組み、今年は一般現業部会も加わる
ことができた。実行委員を各部会から２名ずつ選
出して準備から取り組み、当日は単組の方にも
お手伝いいただいた。天気にも恵まれたため大
盛況となった。

給食部会の揚げパンは今年も「おいしい！」 と
の評判から、昨年より１００個増やして６００個用
意したが、あっという間に完売した。
清掃部会で用意したスケルトンパッカー車への
投入体験では、子どもたちが作業着を着用し、楽
しそうに体験していた。
保育現業部会は、園で提供されている給食メ
ニューや園で育てた野菜のパネル展示を行い、
配布用に用意した給食レシピもなくなるほど好評
だった。
用務員部会は仕事で使う道具をアピールする
ため、ブロアーを使ったゲームを用意し、子ども
だけでなく大人も楽しんでいた。また、廃材を使っ
た工作コーナーには、昨年も参加してくれた子ど
もたちが訪れ素晴らしい作品を作っていた。
再建中の一般現業部会は、道路の陥没事故を
重視し、日頃の道路点検の様子をパネル展示す
るとともに、町田市の倒木伐採・アスファルト補修
の様子を上映した。

昨年同様、自治労組織内岸まきこ参議院議員
が会場に駆けつけ、各部会の様々な体験をして
もらいながら現業の仕事に触れていただいた。

今年も『現場力』を発揮して素晴らしい取り組み
となった。大成功の現業お仕事展に携わってくだ
さった皆さん、本当にありがとうございました。

自治労東京都本部現業評議会 議長 赤池智範
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